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～今月の表紙～

県北中学校で行われた卒
業式。今年は 82 人の卒業
生が新たな門出を迎えま
した。かけがえのない思
い出を胸に、それぞれの
夢に向かって頑張ってく
ださい！

石
母
田
供
養
石
塔

　
　
【
問
い
合
わ
せ
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７
】　

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
47

　

石
母
田
供
養
石
塔
は
、
阿
津
賀
志
山
防
塁
と
並
び
国
見
町
に
所
在
す
る
も
う
一
つ

の
国
指
定
史
跡
で
す
。
碑
文
か
ら
徳と
く

治じ

３
年
（
１
３
０
８
年
）
に
地
元
出
身
と
み
ら

れ
る
僧
智ち

瑄せ
ん

が
建
立
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
元
か
ら
来
日
し
た
高
僧
寧ね
い

一い
っ
さ
ん山

の
書
と
し
て
有
名
で
す
。

　

内
容
は
、
親
の
百
ケ
日
の
追
善
供
養
に
塔と
う

婆ば

を
建
立
す
る
功く

徳ど
く

の
由
来
を
の
べ
、

塔
婆
を
見
る
者
は
苦
境
を
免
れ
、
作
る
も
の
は
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
い
う
鎌

倉
時
代
の
仏
教
信
仰
思
想
を
示
す
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

石
塔
の
立
つ
こ
の
地
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
前
創
建
の
満
福
寺
跡
と
も
い
わ
れ
、

両
者
の
関
連
性
に
も
興
味
が
ひ
か
れ
ま
す
。

福島大学×国見町

学生 まちづくり
まちづくりカフェ

Community  Development  Cafe

域学連携事業成果発表会「まちづくりカフェ」が 2 月 24 日、
観月台文化センターで開催され、学生らが平成 29 年度の
取り組みについて発表しました。

広報くにみ 予算特別号

広報誌 12 ページから 13 ページ間の

「広報くにみ 予算特別号」は別冊です。

広報誌から抜き取ってご覧いただくこ

とができます。

内谷・徳江集落活性化事業

国見町 　福島大学桜の聖母短期大学
郡山女子大学

まちづくりカフェの様子

域
学
連
携
と
は
、
学
生
や

若
者
が
地
域
の
現
場
に

入
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協

力
・
協
働
し
な
が
ら
、
学
生
の

ア
イ
デ
ィ
ア
や
若
い
力
を
活
用

し
て
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域

づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む

活
動
で
す
。

　

町
で
は
、
連
携
協
定
を
結
ぶ

福
島
大
学
や
桜
の
聖
母
短
期
大

学
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
域
学
連
携
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
・

大
学
が
な
く
、
地
域
と
学
生
や

若
者
と
の
繋つ

な

が
り
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
国
見
町
に
と
っ
て

域
学
連
携
の
取
り
組
み
は
、
地

域
に
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
地
域
と
学
生
・
若

者
双
方
の
人
材
育
成
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

に
は
、
学
生
や
地
域
の
み
な
さ

ん
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
福

島
大
学
や
桜
の
聖
母
短
期
大
学

と
の
連
携
事
業
を
は
じ
め
、
郡

山
女
子
大
学
と
の
幼
児
教
育
部

門
で
の
連
携
事
業
や
、
復
興
庁

の
支
援
を
受
け
て
町
が
取
り
組

み
を
進
め
る
若
者
の
人
材
育
成

事
業
の
活
動
成
果
に
つ
い
て
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福島大学行政政策学類の岩崎由美子ゼミの学生は、内谷地区と徳江地
区（第 9 町内会）を舞台に、フィールドワークやさまざまな体験ワー

クショップを通じて地域資源を調査しました。発表では、学生が「地区の
魅力は、しめ縄づくりや太々神楽などの『伝統』やあんぽ柿や桃などの『特
産』はもちろんですが、何よりも親切で温かい『地域のみなさん』こそが
一番の魅力です」と語りました。

(((   学生の声  )))
現地に足を運び、見聞きして、触れて、食べて、五
感で学ぶことが多かったです。徳江地区のみなさん
はとても温かく、農業体験で伺った際には快く迎え
ていただき、丁寧に指導していただきました。地区
のみなさんの “ 温かさ ” こそが一番の魅力です。

内谷地区のみなさんは、自分のおじいちゃんやおば
あちゃんみたいに親しみやすく、私たちを優しく受
け入れてくれました。感謝してもしきれません。内
谷地区の魅力は、そんなみなさんに何度でも会いに
来たくなるところです！

熊田 七虹さん

土田 有夏さん

国分麻里奈さん

釘丸 昌美さん

福田 龍斗さん

学びの成果として
地区の広報誌を作成！

別冊
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